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 薬学部
定員      の
少人数教育

１７病院＋５１保健福祉施設の
バックアップの下、
臨床に強い薬剤師を育成！

一般選抜

１/４（月）
　～２/２（火）

130名

Ⅰ
期
　
試
験
日
７2 （日）

3 6（土）
2/15（月）
　～２/２４　（水）

2/22（月）
　～3/3（水）

Ⅱ
期
　
試
験
日
2７2 （土）
出　願

Ⅲ
期
　
試
験
日

出　願出　願

2021年４月開設

湘南医療大学
薬学部 医療薬学科

た
め
、
目
的
意
識
や
動
機
付
け
に

つ
な
が
る
科
目
と
し
て
、【
薬
学

入
門
】
や
【
早
期
臨
床
体
験
実
習
】

な
ど
に
加
え
て
、
本
学
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
【
後
期
臨
床

体
験
実
習
】
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
』
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
習
す
る
習
慣

を
養
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、【
チ
ー
ム
医
療
論
】

で
は
、
保
健
医
療
学
部
の
学
生
と

と
も
に
多
職
種
と
の
協
働
を
実
践

的
に
学
び
、協
調
性
を
培
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
た

め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
で
は
、
ど
の
よ
う
な
入
学
者
に

期
待
し
ま
す
か
？

　
（
定
本
先
生
）「
現
在
、
薬
学
教

育
は
６
年
制
で
あ
り
、
そ
の
長
い

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』
と
は
、
①
大

学
教
育
（
薬
学
部
、
保
健
医
療
学

部
）、
②
研
究
（
学
生
、
教
員
、

医
療
従
事
者
、
臨
床
医
学
研
究

所
）、
③
臨
床
現
場
（
グ
ル
ー
プ

関
連
施
設
）、
す
な
わ
ち
臨
床
教

育
・
臨
床
現
場
・
研
究
活
動
と
い

う
三
つ
の
異
な
る
立
場
が
、結
合
・

連
携
し
て
「
生
き
た
教
育
」
を
行

な
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
学
の
強
み
で
も
あ
る
17
グ

ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療
福
祉

施
設
の
協
力
体
制
の
下
で
、
一
貫

し
た
臨
床
教
育
を
行
な
い
ま
す
。

病
院
実
習
現
場
の
教
育
・
指
導
は
、

薬
学
部
の
実
習
指
導
教
員
も
現
場

に
出
向
き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤

師
と
協
力
し
て
行
な
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
６
年
間
と
い
う
薬
学
教

育
に
つ
い
て
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
ち
続
け
る
た
め

に
、
貴
校
で
工
夫

し
て
い
る
内
容
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
？

　
（
石
橋
先
生
）「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
に
は
、

動
機
付
け
と
主
体

的
な
学
習
の
習
慣
、

そ
し
て
他
者
と
の

関
係
性
の
構
築
が

重
要
で
す
。
そ
の

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
が
薬
学

部
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
の
で
す
か
？

　
（
鈴
木
先
生
）「
こ
れ
ま
で
神
奈

川
県
下
で
は
、
薬
学
部
を
有
す
る

大
学
の
数
が
１
校
の
み
と
い
う
こ

と
に
、
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
薬
学
が
臨
床
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
時
代
背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
』
は
、
17
病
院
を
も
ち
、
湘
南

医
療
大
学
『
保
健
医
療
学
部
』（
看

護
学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
）
の
実
績
な
ど
か
ら
、
薬
学

部
の
開
設
に
適
切
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
医
療
薬
学
科
の
特
色
で
あ
る

「
臨
床
一
貫
型
連
携
教
育
体
制
」

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
今
春
（
２
０
２
１
年
４
月
）、「
薬

学
部
・
医
療
薬
学
科
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。緑
豊
か
な
学
習
環
境
に
あ
る
東
戸
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
薬
草
園
を
整
備
し
、「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成
す
る
た
め
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
３
カ
月
後
の
開
設
に
向
け
て
、
現
在
、

同
大
の
「
薬
学
部
設
置
準
備
室
」
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

新
設
の
薬
学
部
　
教
授
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」を
育
成
し
ま
す
！

湘
南
医
療
大
学 

期
間
の
中
で
、
薬
学
の
サ
イ
エ
ン

ス
の
基
礎
科
目
、応
用
的
な
科
目
、

臨
床
で
の
薬
剤
師
活
動
に
必
要
な

技
能
や
知
識
を
学
ぶ
科
目
、
疾
患

や
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
６
年
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
自
身
が
目
指
す

薬
剤
師
と
し
て
の
活
動
が
成
せ
る

よ
う
に
、
意
欲
を
も
っ
て
学
習
に

臨
む
方
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
が
あ
り
、

社
会
や
医
療
の
中
で
『
薬
剤
師
』

と
し
て
の
能
力
を
活
か
し
て
い
き

た
い
と
い
う
希
望
を
も
つ
方
に
、

是
非
、
本
学
で
薬
学
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
最
後
に
、
お
一
人
ず
つ

受
験
生
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
鈴
木
先
生
）「
病
を
も
つ
患
者

さ
ま
を
、
薬
で
救
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
、
是
非
、
本
学
で
薬

学
を
学
び
ま
し
ょ
う
」。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「
人
の
役
に
立

つ
人
に
な
り
た
い
と
思
う
君
へ
、

『
湘
南
医
療
大
学
薬
学
部
で
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
』」。

　
（
石
橋
先
生
）「
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
あ
な
た
の
志
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、
湘
南
医
療
大
学

薬
学
部
は
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
」。

　
（
定
本
先
生
）「
考
え
て
行
動
で

き
る
薬
剤
師
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。
医
療
や
社
会
に
つ
い
て
も
広

く
学
び
、
充
実
し
た
６
年
間
の
学

生
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い

る
方
に
是
非
、
受
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◦定本 清美
※役職は今春就任（予定）

◦鈴木 勉 ◦加賀谷 肇 ◦石橋 芳雄

左から石橋先生、定本先生、鈴木先生、加賀谷先生

湘南医療大学
薬学部 学部長 

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授  
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種
（
予
防
接
種
）
の
重
要
性
が
叫

ば
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
各
自
治
体

が
65
歳
以
上
を
対
象
に
し
て
接
種

を
（
指
定
期
間
内
に
）
無
料
と
し
、

茅
ヶ
崎
市
内
で
は
、
茅
ケ
崎
新
北

陵
病
院
な
ど
で
昨
年
秋
か
ら
※
予

防
接
種
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ン
」
を
接
種
す
る
こ
と
で
す
。　

　

そ
し
て
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
、
例
年
よ
り
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

　

こ
れ
ま
で
感
染
症
の
代
表
格
と

さ
れ
て
き
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

こ
の
対
策
に
最
も
効
果
的
と
さ
れ

る
の
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で
は
、
感
染
症
の
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
に
、
地
域
に
向
け
て
、
感
染

予
防
の
原
則
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

20℃以下
温度

20％前後
湿度

線毛の働きが
にぶい

　

人
間
は
気
温
が
低
く
な
る
と
、

体
の
熱
を
外
へ
放
出
し
な
い
よ
う

に
、
鼻
や
喉の
ど
の
血
管
を
収
縮
さ
せ

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
粘
膜
を

覆
っ
て
い
る
「
線
毛
」
と
呼
ば
れ

る
鼻
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
働
き
が
鈍

く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
は
体
内
に
入

り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

流
行
・
感
染
し
や
す
い
季
節
に
は
、

手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
な
ど

で
ウ
イ
ル
ス
を
遮
断
し
、
喉の
ど

や
鼻

な
ど
の
ケ
ア
も
意
識
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

低
温
・
低
湿
で
繁
殖

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

生
存
し
や
す
い
環
境
は
、「
低
温
・

低
湿
」
で
す
。
温
度
20
℃
以
下
・

湿
度
20
％
前
後
が
活
発
に
な
り
や

す
く
、
四
季
が
あ
る
日
本
で
は
、

冬
の
時
期
が
「
流
行
シ
ー
ズ
ン
」

と
な
り
ま
す
。

「
フ
ィ
ル
タ
ー
」
が
効
か
な
い

　

も
う
一
つ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
活
発
に
な
り
や
す
い

条
件
は
、人
間
の
体
の
状
態
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

の
は
、
例
年
、
冬
の
12
～
３
月
く

ら
い
で
あ
り
、
今
は
流
行
の
真
っ

只
中
の
時
期
で
す
。

体調不良や健康相談はお気軽にー。

茅ケ崎新北陵病院（文教大そば・無料バス運行中）
☎0467‐53‐4111

２

３３

1

感染の標準予防策
～スタンダード・プリコーション～
感染の標準予防策
～スタンダード・プリコーション～

手指衛生の徹底

咳エチケットを守る
　　　・・・マスクの着用

物を介する場合、
清掃・消毒を怠らない

手指衛生の徹底

咳エチケットを守る
　　　・・・マスクの着用

物を介する場合、
清掃・消毒を怠らない

地域の皆さまへ・保存用 コ
ロ
ナ
の
裏
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
！

シ
ー
ズ
ン
真
っ
最
中
、し
っ
か
り
予
防
を

※
同
院
で
は
、今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン

　
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、先
月
、

　
終
了
し
ま
し
た
。

感
染
対
策
の
原
則
は
不
変

　

今
、
世
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
れ

ま
で
流
行
を
繰
り
返
し
て
き
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
飛
沫

感
染
と
接
触
感
染
で
広
が
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
に
は
、「
標
準
予
防

策
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
プ
リ
コ
ー

シ
ョ
ン
）」
＝
上
表
＝
が
有
効
と

な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
い
つ
の
時
代
も
標

準
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、

ま
ず
は
基
本
と
な
る
の
で
す
。

感
染
症
対
策
は
今
年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
！

取
材
協
力
・
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（担当 香川）
茅ヶ崎市行谷583-1

湘南ふれあいの園から無料シャトルバス

茅ケ崎駅

寒
川
駅

1

45
47

404

新湘南バイパス

茅ケ崎
新北陵
病院

シャトル
バス
乗り場

湘南
ふれあいの園

日 時

会 場 茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

首から肩にかけての突然の痛みには？ ～頚椎症の予防と対策～

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
整形外科

豊原 益隆 医師
２月１６日（火）14：00～15：00

　首の後ろや、首から肩にかけての痛み
は、「寝違えた」経験などで、誰でも抱えた
ことがあるのではないでしょうか。他の病
気の可能性も含めて、どの程度の痛みが
危険なのかを整形外科医が解説します。

感染症対策について
換気や距離を保って開催するため、
事前予約制（定員２０名）とさせて
いただきます。

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅から
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

茅ケ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅 47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

1

湘南さくら病院 1階 作業療法室
日 時

会 場

認知症を知ろう！認知症の理解と対応Ⅳ～誰もができる認知症の方の
　　　　　心をつかむケア～

講 

師

湘南さくら病院
精神科
田口 秀明 院長代行

２月２７日（土）14：00～15：00

　「見る・話す・触れる・立つ」という人間の
特性に働きかけ、日常のケアで使える実践
的なケア技法である「ユマニチュード」につ
いて、認知症診療医の田口医師が、実際の
実践映像を交えてわかりやすく説明します。

感染症対策について
密集をできるだけ避け、換気を行ない
ながら開催いたします。体温計測、手指
消毒、マスクの着用にご協力いただきます。

　

○
…
「『
認
知
症
』
は
脳
の

病
気
で
あ
り
、
適
切
な
治
療
や

ケ
ア
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

病
状
の
改
善
や
維
持
を
目
指
す

こ
と
が
可
能
で
す
。
当
院
（
湘

南
さ
く
ら
病
院
）
は
、
認
知
症

専
門
病
院
で
す
の
で
、
お
一
人

お
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
診
療

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
患
者

さ
ま
が
元
気
を
取
り
戻
し
て
い

く
ご
様
子
を
目
に
す
る
と
、
医

師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
、
心

か
ら
思
い
ま
す
」。
静
か
な
環

境
に
あ
り
な
が
ら
、
茅
ヶ
崎
の

市
街
地
か
ら
車
で
30
分
以
内
に

位
置
す
る
湘
南
さ
く
ら
病
院
に

つ
い
て
、「
ご
家
族
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
地
域
に
密
着
し
た

病
院
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
地
元
で
よ
り
良
く
お

過
ご
し
い
た
だ
く
た
め
に
、
認

知
症
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣

な
ど
も
幅
広
く
診
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

○
…
自
宅
の
１
階
が
歯
科
医

院
と
い
う
環
境
で
育
ち
、「
幼

い
頃
か
ら
医
療
に
興
味
が
あ
り

ま
し
た
が
、
歯
科
医
だ
っ
た
両

親
と
は
異
な
る
新
た
な
分
野
に

進
み
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
精
神
科
は
、
お
人
柄
や
歩

ん
で
き
た
人
生
、
十
人
十
色
の

『
ド
ラ
マ
』
に
接
す
る
医
療
で

あ
る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を
感

じ
ま
し
た
。
診
察
の
場
で
は
、

患
者
さ
ま
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
も
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
お
声
掛
け
一
つ
に

対
し
て
も
、
対
象
を
広
げ
て
考

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
外
来
診
察
は
水
曜
日
を

担
当
。「
趣
味
の
ほ
か
、
一
週
間

の
生
活
内
容
を
お
聞
き
す
る
こ

と
で
、そ
の
方
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院

で
は
、
ご
希
望
通
り
の
帰
宅
が

難
し
い
場
面
も
あ
る
の
で
、
で
き

る
限
り
居
心
地
が
良
い
環
境
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ご
家
族
に
対
し
て
、『
病

院
に
頼
る
こ
と
』
は
決
し
て
後
ろ

め
た
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
お

伝
え
し
、
心
に
負
担
を
抱
え
な

い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
介

護
の
『
共
倒
れ
』
を
防
ぐ
こ
と

も
、
精
神
科
医
の
大
切
な
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
優
し

く
穏
や
か
に
語
り
ま
し
た
。

櫻井 秀樹 医師
 （さくらい ひでき）　　　　

湘南さくら病院
【精神科】

精神保健指定医
日本精神神経学会 
　　　　専門医・指導医

  

「
病
院
に
頼
る
」心
の
負
担
も

　  

　  

家
族
ケ
ア
で
安
心
の
療
養
へ

こ
の「
人
」に
聞
く

ま
す
。
精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
る

方
に
は
、
精
神
的
に
安
定
す
る
こ

と
で
、
不
眠
の
解
消
が
期
待
で
き

る
の
で
、
多
方
面
か
ら
好
評
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
訪
問
看
護
師
は
、
患
者
ご
本

人
さ
ま
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
に
も
、
日
常
生
活
が
安
定

し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
た
め

の
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。　　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

当
訪
問
看
護
師
は
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
『
ご
本
人
さ
ま

ら
し
い
生
き
方
』
と
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
大
切
な
ご
家
族
の
具
合
が

悪
く
な
り
、
困
っ
た
時
な
ど
に

も
、
当
訪
問
看
護
を
相
談
窓
口
と

し
て
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

　
─
─
─
湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を

一
つ
あ
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
「
は
い
。
訪
問
看

護
師
が
専
門
研
修

を
修
了
し
て
提
供

し
て
い
る
『
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

で
す
＝
右
写
真
。

　

こ
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
は
、
心
臓
や

腎
臓
な
ど
を
患
っ

て
い
る
方
に
対
し

て
は
、
浮ふ
し
ゅ腫
（
む

く
み
）
の
軽
減
を

図
る
こ
と
が
で
き

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
医

療
機
関
と
の
連
携
体
制
が
確
立
し

て
い
る
の
で
、ご
相
談
の
際
に
は
、

『
も
し
も
ご
自
宅
で
病
状
が
悪
化

し
た
場
合
は
、
後
方
支
援
病
院
で

あ
る
『
湘
南
東
部
総
合
病
院
』
と

の
連
携
で
、
迅
速
な
救
急
対
応
が

可
能
（
救
急
車
の
利
用
な
ど
）
な

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
』
と
い

う
こ
と
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

を
訪
問
し
、看
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
湘
南
東
部
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
経

験
豊
富
な
看
護
師
が

伺
っ
て
お
り
ま
す
」

　
─
─
─
今
、訪
問
看

護
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
現
代
で
は
、
老
老
介
護
や
高

齢
者
の
独
居
な
ど
、

家
庭
状
況
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、『
仕
事

の
都
合
で
遠
方
で
暮

ら
し
て
い
る
の
で
、

年
老
い
た
両
親
に
寄

り
添
う
こ
と
が
で
き

な
い
』
な
ど
、息
子
・

娘
さ
ま
か
ら
の
ご
相

　

茅
ヶ
崎
市
と
寒
川
町
を
中
心
に

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
「
湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
訪
問
看
護
師
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　
─
─
─
訪
問
対
象
は
、
ど
の
よ

う
な
人
で
す
か
？

　
（
訪
問
看
護
師
）「
病
気
や
け
が

で
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
る
方
な

ど
、
ご
家
庭
で
療
養
し
て
い
る
方

※実際の訪問時は、マスク着用など
　感染対策を徹底しています。

湘南東部クリニックの訪問看護師

☎0467ー 84ｰ6882訪問
看護

直通
堀内
担当

● 一般状態の観察
● 医療処置

● 保清；入浴介助、足浴、洗髪 など
● リハビリテーション ● リンパマッサージ
● 救急センターの併設 ● 家族ケア、看取り

服薬指導、排便調整 床ずれや術後創傷処置

経管栄養やストマの管理・指導

点滴（インスリン注射、血糖測定、中心静脈栄養）

気切および各種カテーテルの管理、吸引

訪問看護のサービス内容
湘南東部クリニック

免
疫
力
強
化
と
不
眠
解
消
へ
！

訪
問
看
護
師
の「
リ
ン
パマッ
サ
ー
ジ
」が
好
評

湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク

2



ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

医学講座 参加無料参加無料

JR平塚駅南口から徒歩12分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

日 時

会 場 ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

脳卒中の治療と予防 ～リハビリ外来の取り組み～

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科

菅谷 睦 医師
２月２５日（木）13：30～15：00

　ふれあい平塚ホスピタルリハビリテー
ション科の菅谷睦医師が、脳卒中が起こ
る仕組みと治療、リハビリテーションについ
て解説し、予防方法について助言します。
講座後、病院長との懇話会も開催します。

感染症対策について
感染拡大防止のため、参加人数を制限
して開催いたします。参加をご希望される
方はお電話で事前にお申込みください。

ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9-5

医学講座 参加無料参加無料

JR・江ノ電 鎌倉駅西口から徒歩３分アクセス

お問合せ

日 時

会 場 ふれあい鎌倉ホスピタル ３階 会議室

高齢者のフレイル（虚弱）とは？ 

講 

師

ふれあい鎌倉ホスピタル
外科

小島 淳一 医師
２月８日（月）14：00～15：00

　フレイル（虚弱）が進むと、回復力や抵
抗力が低下し、疲れが改善しにくくなりま
す。また、インフルエンザなどの感染症も重
症化しやすい傾向にあります。フレイルを
予防し、抵抗力を下げないようにしましょう。

感染症対策について
定員２０名さまの事前予約制で開催
します。会場では、体温計測、手指消毒、
マスクの着用にご協力いただきます。

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ふれあい
鎌倉ホスピタル

～フレイルを予防して
　　　健康寿命を延ばしましょう～

　

従
来
の
方
法
と
比
べ
て
、
短

期
間
に
、
そ
し
て
よ
り
高
い
効

果
を
得
る
こ
と
が
可
能
な
治
療

装
置
で
す
。

　

治
療
中
に
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
は
な
く
、
全
身
麻
酔
も
不
要

な
た
め
、
外
来
で
の
通
院
治
療

も
可
能
で
す
。

す
で
に
茅
ヶ
崎
で
100
例
実
施

　

当
院
で
は
、
２
０
２
０
年
４

月
16
日
の
治
療
開
始
日
か
ら
、

約
７
カ
月
の
間
に

100
例
近
く
の

治
療
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

疾
患
の
割
合
は
、
脳
腫
瘍
な

ど
の
頭
蓋
内
疾
患
が
全
体
の
７

割
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
に
、
肺

が
ん
や
肝
臓
が
ん
、
す
い
臓
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
体
幹
部
疾

患
に
加
え
、
脊
椎
脊
髄
疾
患
、

耳
鼻
科
領
域
の
疾
患
と
、
治
療

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
「
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
」で
、セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
て
い
る
野
村
竜
太
郎

で
す
。
私
は
２
０
１
０
年
か
ら

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
治
療
に
専
従

し
、
３
０
０
０
を
超
え
る
症
例

を
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
と
は

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
病
変

追
尾
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
定
位

放
射
線
治
療
装
置
で
す
。

　

高
精
度
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

に
Ｘ
線
を
発
生
す
る
直
線
加
速

器
を
搭
載
し
、
病
変
部
に
多
方

向
か
ら
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
放
射

線
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
周
囲

の
正
常
組
織
の
被
ば
く
を
で
き

る
だ
け
軽
減
し
、
病
変
部
に
対

し
て
効
果
的
な
威
力
を
発
揮
し

ま
す
。

サイバーナイフ治療を３０００症例以上経験。2020年４月
に開設した茅ケ崎中央病院「サイバーナイフセンター」で
センター長を務めている。

Dr.Nomura

Today's hero
！

今回の主役

野村 竜太郎

●医学博士
●日本脳神経外科学会
  指導医・専門医
●日本がん治療認定医機構
  がん治療認定医

茅ケ崎中央病院
サイバーナイフセンター
センター長

対
象
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
保
険
適

用
は
幅
広
く
あ
り
ま
す
＝
右

図
。
適
用
疾
患
は
年
々
拡
充
さ

れ
、
こ
の
低
侵
襲
か
つ
高
精
度

な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ

ま
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

当
院
で
治
療
さ
れ
た
乳
が
ん

の
脳
転
移
の
患
者
さ
ま
の
治
療

経
過
＝
左
下
＝
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
、
３
カ
月
後
に
著
明
に
縮

小
し
、
半
年
後
に
は
消
失
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い

　

今
後
は
特
に
地
元
・
茅
ヶ
崎

や
近
隣
エ
リ
ア
の
方
々
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
に
根
差

し
た
医
療
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
医
療

関
係
者
の
間
で
も
認
知
度
に
差

が
あ
り
、
よ
り
低
侵
襲
な
治
療

法
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
、
結
果

と
し
て
、
体
へ
の
負
担
が
大
き

い
治
療
法
を
選
択
し
て
い
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
て
い

く
た
め
に
も
、
今
後
は
、
よ
り

一
層
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
啓
蒙
に
、
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」。

〈
取
材
協
力
〉

茅
ケ
崎
中
央
病
院

☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

　

医
療
現
場
か
ら
、
最
新
の
治
療
機
器
な
ど
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。
第
５
回
目
は
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
新
し
く
開
設

さ
れ
た
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
」
の
野
村
竜
太

郎
医
師
に
、
定
位
放
射
線
治
療
装
置
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

を
用
い
た
「
切
ら
な
い
が
ん
治
療
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。     〈
以
下
本
文
、
野
村
医
師
談
〉

髄膜腫／下垂体腺腫／
頭蓋咽頭腫／聴神経腫瘍

良性腫瘍

悪性腫瘍
転移性脳腫瘍／神経膠腫／
悪性リンパ腫
血管障害
脳動静脈奇形／硬膜動静脈瘻

咽頭がん
上咽頭～下咽頭
口腔がん
歯肉がん
鼻腔・副鼻腔がん
上顎洞がん／篩骨洞がん
聴器がん
外耳道がん／内耳道がん
喉頭がん
頸部リンパ節転移

血管障害
脊髄動静脈奇形
脊髄腫瘍

転移性腫瘍
脊椎転移（2020年４月～）／
脊髄転移
（注）胸腰髄腫瘍は保険適用外

肺がん、肝臓がん
原発／転移
前立腺がん（2016年４月～）

すい臓がん（2020年４月～）
腎がん（2018年４月～）

オリゴ転移（2020年４月～）

体幹部

頭頸部頭蓋内

脊椎・脊髄

上衣腫／髄膜腫／神経鞘腫

Topics
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
新
設
・
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

最
先
端「
切
ら
な
い
」が
ん
治
療
の
効
果

  

野
村
竜
太
郎 

医
師（
脳
神
経
外
科
）

治療前

サイバーナイフ
治療

３カ月後 半年後

乳がんの脳転移〈４４歳女性の症例〉

サイバーナイフ治療の保険適用疾患（年月は近年適用されたものを表示）注・治療効果は個々の状態で異なります。

新しい茅ケ崎中央病院と同じ建物にある

透
析
治
療
も
階
下
に
お
り
る
だ
け

　

同
院
に
は
、
県
内
で
も
有
数
の

症
例
数
を
誇
る
耳
鼻
咽
喉
科
や
眼

科
の
ほ
か
、
が
ん
の
診
療
に
強
い

Ｐ
Ｅ
Ｔ–

Ｃ
Ｔ
や
サ
イ
バ
ー
ナ
イ

フ
、
高
齢
者
に
多
い
人
工
透
析
治

療
を
は
じ
め
と
す
る
整
形
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
消
化
器
外
科
な
ど

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
健
康
不
安
を
抱
え
る
こ

と
な
く
、
安
心
し
て
暮
し
て
い
け

る
住
環
境
で
す
。

駅
ま
で
４
分
、
市
街
地
す
ぐ

　

さ
ら
に
立
地
も
抜
群
で
、
近
隣

に
デ
パ
ー
ト
や
飲
食
店
、
都
市
銀

行
、公
共
機
関
な
ど
が
立
ち
並
び
、

　

新
し
い
建
物
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」（
茅
ヶ
崎

市
茅
ヶ
崎
）
は
、
神
奈
川
県
お
よ

び
東
京
都
で
計
11
棟
を
展
開
し
て

い
る
老
人
ホ
ー
ム
の
一
つ
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
こ
こ
茅
ヶ
崎
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
開
設
以
来
、
35

年
に
わ
た
り
医
療
と
介
護
の
徹
底

し
た
連
携
で
、
安
心
感
あ
る
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

医
療
＋
介
護
の
充
実

　

新
し
い「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

は
、
同
じ
建
物
に
地
域
病
院
（
医

療
法
人
社
団
康
心
会 

茅
ケ
崎
中

央
病
院
）が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

自立の方から要介護の方まで

全てのシニアに快適生活を提供
介護付有料老人ホーム「湘南ふれあいの園」

婦
に
好
評
の
洗
濯
機
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
入
居
対
象

　
〈
自
立
〉〈
要
支
援
１
〜
２
〉〈
要

介
護
１
〜
５
〉
の
幅
広
い
高
齢
者

が
入
居
可
能
。
今
、
元
気
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
先
に
介
護
や
医
療
サ

ポ
ー
ト
（
胃
ろ
う
や
人
工
透
析
な

ど
）
が
必
要
に
な
っ
た
際
は
、
原

則
的
に
転
居
や
退
去
の
必
要
が
な

く
、
入
居
時
の
居
室
の
ま
ま
で
介

護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
記
電
話
番
号
へ

お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シニアライフに便利な生活空間を提供

介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園
介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園

茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

☎0467-86-6534
検索湘南ふれあいの園お問合せ

資料請求

茅ケ崎駅

新湘南バイパス
44

ラスカ

モスバーガー
茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

文化会館
市役所
郵便局

中央公園

1
ココ

イオン

スルガ銀行
ガスト

～～ご入居までの流れ

資料請求

ホームページ
または
お電話で
資料請求

見　学

居室や共有スペース
など実際の環境を
ご確認ください

入居申込み
お部屋を
確保してから
ご検討も
可能です

ご契約

健康診断書など
必要書類を
ご用意ください

ご入居

スタッフ一同、
心よりご入居を
お待ちしております

体験入居など
〈体験入居〉
1泊3食付
11,000円（税込）
＊期間はご相談ください

【施設概要】名称：湘南ふれあいの園／種別：一般型特定施設入居者生活介護／構造：鉄筋コンクリート造・地下１階地上 12 階（居
室フロアは５階〜９階）／居室数：全 81 室／居室面積：21㎡〜 48㎡（居室タイプによる）／入居条件：原則 65 歳以上の自立・
要支援・要介護（一人入居または夫婦入居）／入居一時金：1990 万円〜 4420 万円（お一人の場合）、3420 万円〜 5050 万円（ご
夫婦の場合）、月額利用料：21 万 5900 円〜 23 万 7900 円（お一人の場合）、34 万 9000 円〜 36 万 5800 円（ご夫婦の場合）、
それぞれ管理費・食費・水光熱費を含む（注）要介護認定者の場合、介護保険の１割〜３割の別途負担あり／全室共通施設：IH キッ
チン・浴室・トイレ・クローゼット・ランドリースペース／協力医療機関：茅ケ崎中央病院・湘南東部総合病院・茅ケ崎新北陵病院

人
気
の
「
茅
ケ
崎
駅
」
ま

で
徒
歩
４
分
！
車
で
は
、

国
道
１
号
「
茅
ヶ
崎
駅

前
」
交
差
点
か
ら
す
ぐ
な

の
で
、
ア
ク
セ
ス
が
抜
群

な
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

安
全
で
生
活
し
や
す
い

　

個
々
の
居
室
に
は
、
全

室
に
カ
ー
ド
キ
ー
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
手
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
人
で
も

施
錠
し
や
す
い
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
生
活
リ
ズ
ム

セ
ン
サ
ー
」
を
設
置
し
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守
り
つ

つ
、
緊
急
時
に
は
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
回
り
で
は
、
各
居
室

に
キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
・

浴
室
の
ほ
か
、
女
性
や
夫

3



冠
動
脈
造
影
検
査
で
映
し
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
画
像

左
冠
状
動
脈 

回
旋
枝

右
冠
状
動
脈

左冠状動脈
前下行枝

冠動脈が詰まって
途切れていることがわかる

　

Ａ
．
そ
う
と
も
言

い
切
れ
ま
せ
ん
。「
毎

年
、
私
は
心
電
図
検

査
を
受
け
て
い
る
か

ら
、
絶
対
大
丈
夫
」

と
い
う
方
で
も
、
検

査
時
に
心
臓
に
障
害

が
出
な
い
限
り
、
心

電
図
で
「
異
常
」
は

認
識
さ
れ
な
い
の
で
、

狭
心
症
を
患
っ
て
い

る
方
で
も
、
普
段
の

心
電
図
は
「
正
常
」
と
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
で

は
、
ど
う
す
れ
ば
狭
心
症
を
防
げ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
は
い
、
驚
か
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
心
配
は
い
り

ま
せ
ん
。
狭
心
症
は
、
心
筋
梗
塞

に
な
る
前
で
あ
れ
ば
、
治
療
で
ほ

と
ん
ど
の
方
が
治
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
症
状
が
な
く
て
も
、
一
度

は
検
査
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
体
へ
の
負
荷
が
少
な

い
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
「
冠
動
脈
造
影
検

査
」
は
受
け
や
す
い
検
査
の
一
つ

で
す
。も
し
異
常
が
見
つ
か
れ
ば
、

早
め
に
治
療
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
こ

の
よ
う
な
検
査
を
充
実
さ
せ
て
お

り
、
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
循

環
器
専
門
医
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な

診
療
が
可
能
で
す
。
当
院
に
は
複

数
の
医
師
が
所
属
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
安
心
し
て
ご
受

診
く
だ
さ
い
。

べ
き
な
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
病
気
で
本
当
に
怖
い
の
は
、
普

段
は
何
も
問
題
な
い
と
思
っ
て
い

る
方
が
、
初
め
て
狭
心
症
発
作
を

起
こ
し
た
時
に
は
、
か
な
り
症
状

が
進
み
、
時
に
手
遅
れ
に
な
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

狭
心
症
の
患
者
さ
ま
の
う
ち
、

実
際
に
胸
痛
発
作
を
主
な
症
状
と

し
て
受
診
さ
れ
た
方
は
、
な
ん
と

全
体
の
20
％
に
も
満
た
ず
、
多
く

の
方
は
「
な
ん
と
な
く
息
切
れ
が

し
た
か
も
」「
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
感
じ
が
あ
る
が
、
年
だ
か
ら

だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
受
診
の
必

要
性
に
気
付
か
な
い
で
い
る
こ
と

が
、
こ
の
病
気
の
特
徴
で
す
。

心
電
図
だ
け
で
は

        

安
心
で
き
な
い

起
こ
り
ま
す
。
時
間
は
、
数
分
か

ら
、
長
く
て
も
15
分
ほ
ど
で
治
ま

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
冠
動
脈
に
血
栓

が
で
き
て
完
全
に
詰
ま
っ
て
し
ま

い
、
心
臓
の
筋
肉
に
行
く
血
液
が

途
絶
え
て
し
ま
っ
た
状
態
が
、
心

筋
梗
塞
で
す
。
突
然
、
胸
部
の
激

し
い
痛
み
や
締
め
付
け
感
に
襲
わ

れ
、
呼
吸
困
難
・
嘔
吐
と
い
っ
た

症
状
も
現
れ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ

が
20
分
以
上
も
続
く
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
血
液
が
行
か
な
く
な
っ

た
心
臓
の
筋
肉
は
、
壊
死
し
、
迅

速
に
治
療
を
開
始
し
な
い
と
、
命

に
関
わ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
こ
の
病
気
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
受
診
す

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

血
液
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
酸
素
や

栄
養
も
不
足
す
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
現
れ
る
病
気
で
す
。

血
管
が
完
全
に
塞
が
る
か
、細
く
な
る
か

　

心
臓
を
取
り
囲
ん
で
い
る
冠
動

脈
と
い
う
血
管
が
あ
り
、
そ
の
内

側
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
心
臓
に
送
ら
れ
る

　
Ｑ
．
大
き
く「
心
臓
病
」と
い
っ

て
も
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

病
気
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
心
臓
の
病
気
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
の
が
、「
虚
血
性
心

疾
患
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

心
臓
の
血
管
の
内
側
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
溜
ま
り
、
血
流
が
悪
く
な
る

病
気
が
「
狭
心
症
」
で
す
。
こ
の
病
気
を
調
べ
る
検
査
や
治
療
を
行
な
っ
て
い
る

湘
南
東
部
総
合
病
院
・
循
環
器
内
科
部
長
の
薄
葉
文
彦
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

多
く
（
厚
労
省
「
人
口
動
態
統
計
」

２
０
１
９
年
）、
特
に
虚
血
性
心

疾
患
は
、
年
齢
と
と
も
に
患
者
数

が
増
え
て
い
ま
す
＝
上
グ
ラ
フ
。

高
齢
で
は
、「
要
介
護
」
状
態
へ

の
引
き
金
に
も
な
り
得
ま
す
。

　

体
調
不
良
を
「
寒
く
て
あ
ま
り

動
い
て
い
な
い
か
ら
、
多
少
の
息

切
れ
・
動
悸
は
仕
方
が
な
い
」
と

自
己
判
断
せ
ず
、
大
事
な
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
冬
の

運
動
不
足
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

が
低
下
し
た
時
に
起
こ
り
ま
す
。

「
手
足
が
冷
え
る
」「
夜
間
の
呼
吸

が
苦
し
い
」「
夜
に
尿
量
が
増
え

た
」「
疲
労
感
」「
む
く
み
」
も
心

臓
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
、
誰
も
が
抱
え
る
“
冬
の

悩
み
”
に
似
て
い
ま
す
。

　

心
臓
の
病
気
（
心
疾
患
）
は
、

日
本
人
の
死
因
と
し
て
２
番
目
に

　

さ
て
、
日
頃
の
何
気
な
い
体
の

不
調
は
、
心
臓
の
不
具
合
を
示
す

「
サ
イ
ン
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
階
段
を
の
ぼ
っ
た
だ
け
で
、

動
悸
や
息
切
れ
が
す
る
」「
食
欲

が
な
く
な
っ
た
」「
急
に
体
重
が

増
え
た
」
な
ど
は
、
全
身
に
血
液

を
送
り
出
す
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能

寒
さ
で

不
健
康
の
悪
循
環

虚血性心疾患の性別・年齢階級別患者数

参照：厚労省「患者調査（2017年）」参考資料ほか

（千人）

（歳）
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男性
女性

年齢とともに

増加

　

し
か
し
、
こ
の
体
の
仕
組
み
を

理
解
し
て
も
、「
冬
に
痩
せ
た
た

め
し
が
な
い
ん
だ
け
ど
…
」
と

思
っ
た
人
は
、
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

冬
は
、「
冷
え
性
」「
肩
こ
り
」「
腰

痛
」
に
悩
み
、寒
さ
も
加
わ
っ
て
、

体
が
こ
わ
ば
り
、
血
行
が
悪
く
な

り
ま
す
。
す
る
と
、
体
を
め
ぐ
る

酸
素
の
量
が
減
り
、
不
健
康
な

ル
ー
プ
に
陥
り
ま
す
。「
寒
い
か

ら
、外
出
や
運
動
が
お
っ
く
う
だ
」

「
と
に
か
く
暖
房
に
あ
た
っ
て
い

た
い
」
で
は
、
次
第
に
体
力
が
落

ち
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
す
。

　

人
間
は
、
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
、
体
温
を
保
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
冬
の
冷
え
冷
え
と
し
た
環

境
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
人
間
の

体
は
、
体
温
が
下
が
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
、
脂
肪
を
燃
や
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
夏
よ
り
冬
の
方
が
基
礎

代
謝
が
高
ま
り
、
痩
せ
や
す
く
な

る
の
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
同
じ
運
動
を
夏
と

冬
に
行
な
っ
た
場
合
、
寒
い
冬
の

方
が
、
カ
ロ
リ
ー
を
多
く
消
費
す

る
か
ら
で
す
。

　

た
く
さ
ん
汗
を
か
く
夏
は
、
痩

せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

実
は
、冬
の
方
が
「
痩
せ
や
す
い
」

と
さ
れ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

 

痩
せ
や
す
い
⁉︎

  

体
の
本
来
の
仕
組
み

　

冬
は
寒
く
、
暖
房
に
あ
た
っ
て
ば
か
り
で
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
気
付
く
は
ず
の
体
調
不
良
の
サ
イ
ン
を
見
過
ご
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
心
臓
の
病
気
の
症
状
に
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

心
臓
病
の
自
覚
症
状
に
影
響
も

冬
に
体
を
動
か
し
た
方
が
良
い
２
つ
の
理
由

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院 

循
環
器
内
科

無
症
状
で
も
、必
ず
一
度
は「
狭
心
症
」Ｃ
Ｔ
検
査
を
！

増設した新カテーテル室

薄
葉 

文
彦
Dr．

う
す
ば 

ふ
み
ひ
こ

田
中 

嗣
朗
Dr．

た
な
か 

つ
ぐ
ろ
う

家
泉 

泰
宏
Dr．

い
え
ず
み 

や
す
ひ
ろ

●日本循環器学会循環器専門医
●日本心血管インターベンション
　治療学会専門医
●日本内科学会総合内科専門医

●日本循環器学会循環器専門医
●日本内科学会認定内科医

●日本循環器学会循環器専門医
●日本心血管インターベンション
　治療学会認定医
●日本内科学会総合内科専門医
●臨床研修指導医

☎0467‐83‐9192
   （日祝除く 8：00～17：00）

予約
センター

☎0467‐83‐0099
          （２４時間）

救急
  受付

診療時間 月 火 水 木 金 土
〈
午
前
〉

9：00
〜

12：00
〈
午
後
〉

14：00
〜

17：00

家泉
Dr.
ほか

薄葉
Dr.

薄葉
Dr.

家泉
Dr.

家泉
Dr.

田中
Dr.

田中
Dr.

薄葉
Dr.

薄葉
Dr.
ほか

家泉
Dr.
ほか

薄葉
Dr.
ほか

湘南東部総合病院・クリニック

　
Ｑ
．
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
虚
血
性
心
疾
患
で

あ
る
「
狭
心
症
」
と
「
心

筋
梗
塞
」
の
代
表
的
な
症

状
を
紹
介
し
ま
す
。

　

狭
心
症
は
、冠
動
脈
の
内
側
に
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
脂
肪
な
ど
が

蓄
積
し
、
一
時
的
に
心
臓
に
行
く

血
液
が
不
足
し
た
状
態
で
す
。
で

す
か
ら
、
息
切
れ
や
胸
痛
な
ど
が

運
動
不
足
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
判
別
で
き
な
い

湘南東部総合病院
循環器内科 部長
薄葉 文彦 医師

　
Ｑ
．
し
か
し
心
臓
だ
っ
た
ら
、

心
電
図
検
査
を
受
け
て
い
れ
ば
、

大
丈
夫
で
は
な
い
の
で
す
か
？

QRコードでオンラインの説明ページへ！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　２０１３年に日本で初めて内視鏡（関節鏡）による
足の靭帯の再建術を報告し、以後、世界初の手技
を報告してきました。膝では、膝前十字靭帯(ACL)損
傷の際に一緒に損傷してしまう「膝前外側靭帯
（ALL）」が国内外で話題となっております。これらの
最新情報を含めて、わかりやすく説明致します。

インターネットの動画で講座に参加
できます。受講方法は、QRコード
から当院ホームページをご確認の上、
ご参加ください。

２月２２日（月）1３：00から日 時

会 場 インターネット配信により各自宅で

内視鏡治療 最前線 ～気になる膝と足首の痛み
　　　「今、治療が変わろうとしています」～

講 

師

茅ケ崎中央病院
整形外科　部長

東山 礼治 医師

オンライン医学講座 参加無料参加無料

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-８６-６５３０（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

湘南東部総合病院 東館1階 講堂
日 時

会 場

アクセス

お問合せ
湘南東部総合病院
☎0467-89-3633（地域連携室）
茅ヶ崎市西久保500

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所から無料シャトルバス

オンラインで同時開催！医学講座 参加無料参加無料

もしかして認知症？ ～認知症の早期診断・早期治療のすすめ～

講 

師

湘南東部総合病院
認知症疾患医療センター長
野口 佳那 医師

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

1

２月２４日（水）13：00～1３：５0

　65歳以上の4人に1人が認知症または
認知症予備群といわれています。認知症
は決して他人事ではありません。認知症
になった時、あわてず対応できる知識を
身に付けましょう。

感染症対策を講じて開催！

会場ご入場の際、手指消毒やマスク着用など
にご協力頂きます。なお、インターネットで中継
もありますので、詳しくはHPをご確認ください。
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